


    悩み

     入院するまでの3週間位の間、病気の程度や治療の仕方など何もわからず恐かった。 


    助言

    
              【治療に関して不安があれば、納得・理解のために行動する】




  
  入院前は、がんと診断されながら治療をまだ受けていない現在の状態への不安や、治療に向けて自分が行えることがみえない不安など、多くの患者さんがさまざまな不安を抱えています。これからの治療に向けて、どういう点が心配で、自分はどう理解しているのかを再整理してみましょう。
あなたがこれまで医師から説明してもらったことを書き出して、問題を整理してみると、説明ではよくわからないまま確認できていなかったり、ここはもう一度確認したいと思うことが出てくるかもしれません。その場合は、担当医に確認してみてください。


  




              【入院を待っている間にも治療に向かってのスケジュールは進んでいる】




  
  「病気の程度や治療の仕方がわからず」と書かれていることから、もしかしたら現在は治療に向けて、全身の検査を行いながら入院を待っているところかもしれません。この段階ですと、最終的な治療方針は、必要なすべての結果がそろってからになるので、先生からは、「手術のための入院」とか、「治療のために入院しましょう」としか聞いていないこともあると思います。
治療方針を決める時は、ただ「○○がんである」というだけで決めるのではありません。どういう細胞の種類のがんなのか、どのくらいの病期（病気の進行の程度）なのか、転移があるとしたらどこにどの程度あるのか、その他に病気はないのか、現在その他の病気で治療を継続しているものがあるとしたら、それはこのがんの治療に影響しないのか、からだのさまざまな機能に異常はないか（心機能、肺機能、腎機能、肝機能など）等を総合的にみて検討していくのです。これは、その方にあった適切な治療を安全に行うために欠かせないものです。ただ、自宅で入院待ちをしているのではなく、その間にも治療に向けてスケジュールは進んでいることを理解しましょう。
もう一つ、あなたの病気や治療の理解をすすめるものとして、本や雑誌、インターネットなどがあります。ただし、これらから得る情報は、玉石混合です。その情報が新しいのか、その情報は正しいのかなど、あなた自身が判断しなければいけません。ですから、病気や治療について、まだ検査途中ではっきりわからないようであれば、あまり先走らず、どういう病気でどういう治療があるか概要をみる程度にとどめておいた方がよいかもしれません。インターネットで、がんの病気や治療の情報を入手しようと思ったら、国立がん研究センターのがん対策情報センター『がん情報サービス』のホームページなどが参考になります。
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